
学校法人滋慶学園 北海道エコ・動物自然専門学校 

2025 年度 学校関係者評価委員会 議事録 

 

日時：2025 年 5 月 26 日(月) 10:00-12:00 

場所：北海道ハイテクノロジー専門学校 第 5 校舎シミュレーションセンター 

 

参加委員は以下の通り 

卒業生代表 白倉 慶大 
株式会社ジョイフルエーケー  

ペットワールド 店長 

保護者代表 葛西 雅栄 

 

業界関係者 樋原 均 
株式会社ペットハウステン・テン   

代表取締役 

地域関係者 武石 明菜 ドッグサロン Wan point 代表 

 

 

事務局出席者は以下の通り 

学校長 佐藤 俊 北海道エコ・動物自然専門学校 

事務局長 下山 記弘 北海道エコ・動物自然専門学校 

教務部長 佐々木 拓司 北海道エコ・動物自然専門学校 

動物看護師学科長 門田 英敏 北海道エコ・動物自然専門学校 

動物飼育学科 

動物医療飼育学科長 
向 日奈子 北海道エコ・動物自然専門学校 

産学・高専連携センター長 上野 正博 北海道エコ・動物自然専門学校 

コンプライアンスセンター長 荒木 周平 北海道エコ・動物自然専門学校 

コンプライアンスセンター 山影 博明 北海道エコ・動物自然専門学校 

  



１．はじめに 

学校長佐藤より挨拶。 

 

２．委員会の概要 

職業実践専門課程や学校関係者評価委員会の目的について事務局長下山よりがなされた。 

 

３．校舎見学 

野生生物生息域外保全センターの施設見学を行なった。 

 

４．事業報告 

事業報告について事務局より説明がなされた。 

 

 

 

●評価委員会議事の結果について● 

1. 教育理念・目的・育成人材像についての説明 

概要：動物業界の職業人を育て社会に貢献する学校を目指し、学内に沢山の動物が居て動物と共に学生

が学ぶ北海道で唯一と言える環境にあります。常に改善を繰り返し業界の皆さんや学生からの声を学校

運営に反映して行きたい。 

 

2. 学校運営についての説明 

概要：事業計画を立てていますが、募集定員の定員割れが続いているのが課題です。意思決定は月 1 回

全職員が集まる会議を開き職員全員で決めるスタイルをとっています。人事制度については生産システ

ム・勤怠システム・業務システムの情報システム化で業務効率化を図り運営しています。 

 

3. 教育活動についての説明 

概要：一年ごとに到達目標や資格取得、就職先など目指す目標を確認しカリキュラム・シラバス・コマ

シラバスを作成し学生に提示している。教員・講師対象に生成 AI 研修を行い授業で活用出来る研修を

行ないました。 

 

４．学修成果についての説明 

  概要：学校全体での在籍数は増加しているが総定員には到達していない。学校の目標として退学者

も減って来ているが退学者０への取り組みと、1 年生から 2 年生への進級率 100%（現在 96.8%）

を達成する学校にしていきたい。動物看護師学科の国家資格の合格率の向上を図り学園全体で国家

試験対策センターと連携しながら合格率を上げて行きたい。総合ペット学科のパートナードッグは

効果があり、警察犬・災害救助犬での 23 年 24 年度二年連続での合格者を出し道内唯一と言える成

果を出している。トリミングコンテストの全国大会で入賞するなど成果を出している。 

 

 

５．学生支援についての説明 

  概要：学生寮・奨学金・スクールカウンセラーなどサポート体制の充実、学生サービスセンターと

いう部署で学費などを中心に保護者の問い合わせなどに対応している。卒業後も学校のホームペー



ジからレッスンができるサイトがありビジネススキルやパソコンの資格が取れる講座を学ぶ事が出

来ます。同窓会活動では３年後にエコの開校 25 周年を迎えるので盛大に同窓会を開催したいと思っ

ています。今年から準備を始め姉妹校のハイテクノロジー専門学校の 40 年と合同で実施出来ればと

考えています。 

  

６．教育環境についての説明 

  概要：トリミングルームや看護実習室、中庭のドッグトレーニングルーム、恵み野中央公園を借り

て授業を行なっている。見学していただいた野生生物生息域外保全センターも重要な実習施設にな

ります。 防災の項目では、学園として安否確認システムを学生・職員が登録し災害が起きた時の安

否確認に使用しています。防災訓練も定期的に行い学校に不審者が入ってきたらサスマタを使いな

がら不審者への対応も含めながら学生さんの安全を守るという活動を行っています。 

 

７．学生の募集と受け入れについての説明 

  概要： 定員を埋めている学科が二つ動物飼育学科と総合ペット学科、僅かに定員に届いていないの

が動物看護師学科、動物医療飼育学科が定員には届いていない。24 年度 160 人の定員に対して 147

名入学し最近の変化は道外入学者が増えて全体の 2 割ぐらいは道外全国から学生さんが集まる環境

になりつつある。募集活動の主流は Web で様々なチャンネルがあるので学校の情報を知っていただ

く事で沖縄にいても学校の情報が動画で届く活用をして行きたい。学生募集は全体のルールを守り

行っている。 

 

８．財務についての説明 

  概要： 学校のお金の使い道に関しては監査が入っています。ホームページでも公表し収入と支出が

わかるように公表をしています。光熱費・管理費・出張費・国内研修などの経費が上がっている

が、その分学費は値上げしないでやりくりをしています。 

 

９．法令等の遵守についての説明 

  概要：個人情報多く扱っているので職員も勉強しながら管理をしている。ホームページのトップペ

ージから情報公開というボタンがありそこに入ると全ての項目で今日の議事録も 6 月には更新する

予定です。 

 

10．社会貢献 

  概要：地域の方に学校にお越しいただく取り組みでトリミングを中心に学生と地域が繋がったエコ

アカデミーという授業を行っています。国際交流は 24 年度海外研修を実施しなかったが、25 年度

4 月にシンガポールに行き海外研修を実施しました。 

 

 

 

評価表に評価を記入していただき閉会 12:00 

 

 


